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福島県浜通 り地域における水稲品種群の収量形成に関する作物生態的研究

第 2報 熟期の異なる品種群の生育形質とその年次変動
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1 は じ め に

浜通り地域は,7月 から8月 にかけて冷温,少照,多湿

などのいわゆるやませの影響を強く受け,作況の不安定な

地域である。このような高ストレス条件下にあっても,収

量の変動が小さく,光合成,転流能力の優れた品種の開発

による生産の安定化が望まれる。このような視点から本報

では,当地域の主要品種である初星 (中生の早),コ シヒ

カリ (中生の晩),日本晴 (晩生)の 3品種について,1983

年から1995年までの13年間にわたる生育諸形質の特徴と,

その年次変動について検討した。

2試 験 方 法

試験方法は,福島農誠帽馬支場で実施している水稲奨励

品種決定調査に基づいた。

3 試験結果及び考察

(D 玄米重と生育諸形質の関係及びその品種間差

1)生育ステージとの関係
図 1に出穂期と玄米重の関係を示したが,各品種とも有

意な負の相関が認められた。回帰式の勾配は晩生種の日本

晴で小さく,初星,コ ンヒカリと比べ,出穂期の変動に対

して収量は安定的であった。このような関係は,成熟期に

(υ a)

ついても同様であった。

a当たり60kg以上の収量が得られるのは,出穂期,成熟

期が,初星ではそれぞれ8月 5日以前,9月 16日以前であっ

た。コンヒカリはそれぞれ8月 15日前後,10月 1日前後に,

日本晴では8月 25日前後,10月 1日から10月 16日の範囲で

あった。

2)シ ンク量及び登熟要素との関係
各品種とも,nf当 たり穂数,一穂籾数,r当 たり籾数と

収量の間には,有意な相関が認められず (表 1),1988年 ,

1993年の冷害年次を除いても同様であった。

a当たり60kg以上の収量が得られたのは,各品種ともそ

の籾数がnf当たり28万～86万粒の範囲であった。

各品種とも,登熱度の増加に伴い玄米重も増加し,有意

な正の相関が認められた (図 2,表 1)。 一方 ,1988年 ,

1993年の冷害年次を除いた場合は,有意な相関は認められ

ないものの,登熟度の増加に伴い玄米重は増加し,回帰式

の勾配はコンヒカリ>日本晴>初星の1順であった。このよ

うに,当地域においては,必要にして十分なシンク量の範

囲にあれば,玄米重を左右する形質は登熟要素であり,登

熟歩合を高めることや,玄米千粒重を重くして,質的充実

を図ることが大切であると考えられた。

a当たり60kg以上の収量が得られる登熟度の範囲は,初

星では1650～ 1850,コ ンヒカリではlaXl～1800,日本晴で
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図2 登熟度と玄米重の関係
注 登熟度 :登熟歩合×玄米千粒重
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表 1 玄米重とシンク量・登熟要素との相関

品 種  ピ穂数 →鋼数 nf籾数 劉鯵合鰍髄 登熟度
初   星  007 037 041 072¨ 068・ 076…
コンヒカリ ー024-003 023 068・  081・・ 079・・
日 本 晴 019010004055060・ 065・

注 1)nf穂数,一穂籾数,nf籾数はn_13,登熟歩合 ,
玄米千粒重,登熟度はn=11
*,**は各々信頼水準95,99%で有意
登熟度 :登熱歩合×玄米千粒重
r穂数,一穂籾数,nf籾数は1983T～ 1995年の
値,登熟歩合,玄米千粒重,登熟度は1985年～
1995年の値

は211Xl前後にあった。

3)総乾物生産量及び収穫指数との関係
成熟期の総乾物生産量と玄米重との間には,初星では有

意な正の相関を認めたが,コ ンヒカリ,日本晴では,有意

な相関は認められず,図 3に示したように,各品種とも収

穫指数と玄米重との間には,有意な正の相関力潮 められた。
コシヒカリ,日本晴でも収穫指数を高めることで,収量増

加及び収量の年次変動を小さくすることができ,こ れは,

登熟要素の場合と共通する。

(“′a)

表2 玄米重,収穫指数及び登熟要素の変動係数

品種 項 目 玄米重 婚難 雰警 率粒奎 登熟度
初 曇奈橿 舘:: i`:: 路::  ::l, :κ :|:
星  曇準偏菫  『虜  潟: :L: (1:  :群年:
変動係数  150 165 122  46  151
最 大 値  650
最 4ヽ 値  402
平  均  550
標準偏差  829
変動係数  151

389  893   225   18664
21 6  578   189   10353
330  725   21 4   1557 1

443 1228   1 00   29256
134  169    4 7      188
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図3 収穫指数と玄米重の関係

(2)生育形質の変動係数及びその品種間差

1)玄米重及び収穫指数
初星は3品種の中で玄米重の変動が大きく,コ ンヒカリ

も同傾向にあり,その変動係数は15%であつた。一方,日

本晴は対照的に最大値と最小値の差は小さく,その変動係

数は95%であり,安定した収量が得られた (表 2)。
また,収穫指数の変動係数は初星>コ ンヒカリ>日本晴
の1慣であり,熟期が遅い品種は早い品種と比較し,乾物の

最 大 値  637 391 918 241 21931
最 4ヽ 値  482 257 584 209 13374
平  均  567 333 824 229 18898
標準偏差  540 3681014 091 26757
変動係数  95 110 123  40  142

注 1)単位 :玄米重 :kg/a 玄米千粒重 :g 登熟
度 :%。 g 収穫指数,登熟歩合,変動係数 :

%
2)収穫指数=玄米重/総乾物生産量 (成熟期)Xl∞
3)登熟度 :登熟歩合×玄米千粒重
4)玄米重,収穫指数は1983年～1995年の値,登熟
歩合,玄米千粒重,登熟度は1985年～1995年 の
値

子実への配分割合は小さいものの,年次変動はイヽさく,安
定していた。

2)登熟要素
各品種とも登熟歩合の変動係数が大きく,玄米千粒重の

それはイヽさかった。また,登熟度の品種間差をみるとコン

ヒカリ>初星>日本晴の順で,1988年,1993年の冷害年次
を除いた場合も同じ順であり,中生種に比べ晩生種で年次

変動が小さく,登熟要素は安定していた。

4 ま と め

当地域の収量は,シ ンク量より登熟要素に左右され,生
育諸形質の年次変動は中生種よりも,晩生種で小さかった。

このことから,冷温,少照,多湿といった気象的特徴をもっ

た当地域の稲作の安定生産のためには,技術的には登熟歩

合,玄米千粒重を高めることにより,質的充実を図ること

が大切である。また,品極的には,登熟要素の安定 した晩

生種の特性を再考する必要があり,特に,登熟歩合の安定

した品種の育成が望まれる。
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